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日新中学校は、校区の小学校と様々な小中連携活動を進めています。小中連携の一つに、小中学校共通

の学習目標や生活目標を設定するという取組があります。日新中学校区でも、小中学校が相談してこの２

学期から共通の生活目標を掲げることになりました。具体的には、小学校では「３つの『あ』：あいさつ、

あつまり、あとしまつ」と「凡事徹底」を、中学校では「時を守り、場を清め、礼を正す」を、互いに関

連し連続した生活目標としてポスターを作成し、校内に掲示して継続的な指導を進めます。

「時を守り、場を清め、礼を正す」は、中学校でこれまでも生活目標として取り組んできました。元々

は、教育哲学者の森信三先生が「学校や職場を建て直す３原則」として提唱された言葉です。つまり、職

場や学校を良くしようと思えば、まずこの３つの事から始めなくてはならない、ということです。

最初の「時を守り」は、文字通り時間を守ることです。時間を守ることは、すなわち相手の時間を大切

にするということです。それは、相手を尊重することですから、時を守る人は、相手から信頼される人に

なれます。

２つめの「場を清め」は、掃除をしたり、整理・整頓をすることです。森信三先生は、掃除をする人

は、①気づく人になれる、②心が磨かれる、③謙虚になれる、④感動の心がはぐくまれる、⑤感謝の心が

めばえる、と言っています。

最後の「礼を正す」は、挨拶をすることや返事をすることを指します。「挨拶」の「挨」は「ひらく」と

いう意味が、そして、「拶」は「せまる」という意味があります。つまり、「挨拶」とは、心を開いて相手

に迫るということです。挨拶は人間関係づくりの基本です。気持ちのよい挨拶や返事は、良好な人間関係

を構築するのです。

ところで、皆さんは、鎌倉時代に活躍した道元という禅僧をご存じでしょうか。道元は、曹洞宗という

禅宗の開祖です。この道元が、24歳で仏教を学ぶために中国（宋）に留学をしたとき、天童山景徳寺とい

うお寺で、一人の食料係の修行僧（用典座）と出会います。

用典座は 68 歳の高齢にも関わらず、強い日差しの中、杖をついて笠もかぶらずに、汗を流しながら食材

の椎茸を干す仕事に没頭していました。その姿があまりに苦しそうだったので、道元は尋ねました。「ずい

ぶんお年なのに、どうして若い僧侶にやらせないのですか。」すると、用典座は「これは私の修行ですか

ら、他人が行っては意味がないのです。」と答えました。さらに道元が「では、なぜ、こんな暑い時間に作

業をするのですか。」と尋ねると、「今が食材を干すのに最適の時間ですし、修行を行うことも今この瞬間

しかできないからです。」と答えました。

この出来事をきっかけに、道元は、お経を読んだり、偉い僧侶の話を聞いたり、座禅を組んだりするこ

とだけが修行ではなく、何気ない日常生活の全てが修行そのものなのだと悟ったそうです。

先述の小中学校共通の生活目標である、時間を守ることや掃除をすること、挨拶をすることはどれも、

日常的に当たり前に行われることです。けれども、その当たり前のことを、どれだけ丹念に、心を込め

て、徹底的に行うかということが、とても重要なのです。これは、小学校の生活目標の「凡事徹底＝何で

もない当たり前のことを徹底的に行うこと」にもつながるものです。

日新中学校の生徒には、この２学期から「時を守り、場を清め、礼を正す」この３つの日常当たり前の

行動を、気を抜かず徹底的に極めてほしいと願います。

校長 宮 田 聡



月 火 水 木 金 土 日
１

２ 生徒朝礼

1,2 年課題・3 年実力テスト

教育実習開始

３ ４ （補充火６） ５ ６ ７ ８

９ （月６２３４５､総）

3 年税の講座(56h）

１０ １１ （5 校時まで） １２ （木６５４３２１）

生徒会専門委員会

脱いじめ傍観者授業

１３

芸術鑑賞会(56h)

１４ １５

１６

＜敬老の日＞

１７ １８ （補充月６） １９

食育デー

２０ ２１ ２２

吹奏楽部定期演奏会

（ピッコロシアター）

２３

＜秋分の日＞

２４ （月曜校時）

生徒朝礼

教育実習終了

２５ （道,金２３４）

＋福祉体験学習(56h)

２６ 朝学なし

（金１５,水４５）

＋公開授業(5h)

２７ ２８ ２９

３０

●第 36 回尼崎市中学校剣道新人戦前哨大会

男子団体の部 第３位

(西谷勝太, 中谷順平, 石井吉平, 古舞湊大, 新納直斗)

●2019 Hitachi Cup 尼崎バスケットボール大会

中学男子の部 優勝

●2019 年度尼崎市民選手権水泳競技大会

男子 4×50m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 第１位 （松本,永田,柴田,市田）

男子 4×100m ﾘﾚｰ 第３位 （市田,松本,神田,前田）

男子 100m 平泳ぎ 第３位 3-4 永田 一仁

男子 200m 平泳ぎ 第２位 3-4 永田 一仁

男子 100m 自由形 第２位 3-5 市田 和弘

女子 4×100m ﾘﾚｰ 第２位 （火口,森川,中川,石野）

女子 50m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 第３位 3-5 火口 諒美

女子 200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 第１位 1-3 大室 澄玲

●第 55 回兵庫県中学校学年別水泳競技大会

兵庫県中学校新人水泳競技大会

３年男子 100m 平泳ぎ 第８位 3-4 永田 一仁

１年女子 200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 第７位 1-3 大室 澄玲

●青少年健全育成・非行化防止標語

入選 2-4 若宮 向日葵 努力賞 1-2 谷内 菜桜

●第 42 回兵庫県吹奏楽コンクール東阪神地区大会

中学校 Nの部 金賞

7月23日・24日、市内中学校の特別支援学級の生徒

達の｢合同宿泊学習｣が、｢京都府立るり渓少年自然の

家｣で実施され、本校から6名の生徒が参加しました。

1日目は、電子ランタンの製作と夕食後にキャンド

ルサービス・スタンツ発表を行いました。日新中は、

中央中、成良中と一緒に、ポルノグラフィティの｢オ

ー！リバル｣の曲に合わせて軽快なダンスを踊りまし

た。2日目は、野外炊飯をおこない、カレーライスを

特別支援学級・合同宿泊学習

９月の主な予定

☆ 頑張る日新中生！☆

夏休み期間、チャレンジ・サマースクールに16名の

生徒が登録し、1日2時間の自主学習を、8日間取り組み

ました。参加した生徒は、みな真剣に集中して学習に

臨んでいました。わかりにくい問題があれば、今年か

ら数学の授業の補助にも入っている学習支援員の先生

に質問をしていました。この学習会の他、各学年が、

休み中の補充学習を実施して、生徒の学習支援を行い

夏休みも 粘り強く ！

作りました。日新中生は、

学校での調理実習で磨いた

腕前を活かし、力を合わせ

て頑張りました。

今年もまた、この合宿を

通して、自然とふれあい、

たくさんの新しい友情の輪

ができました。

ました。

夏休み明けの課題テス

トや実力テストでは、夏

休みに頑張って学習した

成果を、是非発揮してほ

しいと思います。

非行化防止標語の表彰

8 月 26 日、青少年健全

育成・非行化防止標語表

彰式が立花南生涯学習

プラザで行われました。

2年4組 の若宮向日葵

さんが入選し、1 年 2 組

の谷内菜桜さんが努力

賞を受賞し、若宮さんが代表で表彰式に参加しました。

＜作品紹介＞

★入選 若宮向日葵さん

『 ごめんねと その一言で 笑顔２倍 』

★努力賞 谷内菜桜さん

『 宝物 それはあなたの 夢と希望 』

＜１０月の主な予定＞ 10/2(水)：市内一斉教科研究授業 10/2(水)･3(木)：中間テスト 10/4(金)：英語検定

10/9(水)：1年わくわくオーケストラ 10/19(土)：市立中学校総体 10/23(水)～25(金)：オープンスクール

10/24(木)：合唱コンクール 10/25(金)：文化活動発表会 10/29(火)：中高合同音楽会


